2018板敷山ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾗｲﾄ
　競技規定ローカルルール
1．公認
本大会はJHFハンググライダー･ルールブックにより実施するものである。
万一､エリアローカルルールに不備のあった場合は、JHFハンググライダー・ルールブックに準ずるものとする。
2．GPSの使用
１）GPSによる採点はJHFルールブックに規定による
3．タスクコミッティー・セーフティーコミッティー
選手の代表でタスクコミッティー2名およびセーフティーコミッティー2名を設置する。
4．競技時間
選手はテイクオフオープンからテイクオフクローズの間にテイクオフし競技を開始する。なお、テイクオフオープン以前及びテイクオフクローズ以降の競技フライトはできない。テイクオフは選手が安全に離陸できる場合に限りオープンとする。
5．競技受付
大会本部にて初日7時30分、2日日より8時から受付開始する。
6．テイクオフ方法
1）セットアップゾーン
受付において、大会初日はシリーズランキング順にセットアップ場所を決める。2日目からは上位順位によってセットアップゾーンを決定する、同順位はゼッケン番号順とする。受付け時間に遅刻した選手は、優先順位を放棄したものとする。但し、競技時間等の都合からセットアップゾーンを予め大会本部より指定する場合もある。
2）機体のセットアップ
受付後、役員の指示に従い山頂へ移動　役員の指示があるまでセットアップをしてはならない。
指示後セットアップを終えた機体は、整然と並べスタンバイゾーンヘの通路を空けること。
3）テイクオフ
テイクオフは、ランチャー台3か所を使用し、フリーテイクオフとする
4）スタンバイゾーン
選手はスタンバイゾーンを通りテイクオフゾーンに入ること。スタンバイゾーンの定員は3名とし、全員がテイクオ フを拒否した場合は待機できるが定員をオーバーした場合、順次テイクオフゾーンに進まなければならない。スタンバイゾーンの合流点では交互進入とする。（役員指示が優先する）
5）テイクオフゾーン
テイクオフゾーンは各テイクオフ定員1名とし、テイクオフゾーンに複数がいなければテイクオフゾーン内であっても待機することができる。但し複数になった時から2分以内にテイクオフしなければならない
6）その他
スプリングフライト独自のアーリーバード選手を、希望する選手から抽選により選出する。メインランチャー及び西ランチャー前でセットアップし、ＴＯゲートオープン以後に東ランチャーに並んだ選手を除く他の選手がＴＯしたいと宣言したら、速やかにＴＯしなければならない。
一方のテイクオフをクローズする事がある。優先するテイクオフを定める場合があり、その際はテイクオフディレクターの判断を優先する。
テイクオフゾーンに入ってからのキャンセルは原則として出来ないが、移動する事が出来れば、列の最後尾に廻ること。
7．スタート方法
スタート方法はシリンダー方式によるインターバルエアスタートとする。また、エア同時スタートを採用する事がある。
8．ランディング
１）当エリアのランディング場および当日発表されたランディング場をオフィシャルランディング場とし、それ以外はアウトサイドランディングとする。
２）山沈・スタ沈ともにアウトサイドランディングとする。
３）アウトサイドランディングした場合、大会規定ローカルルールに従い処理すること。
9．ランディング報告
その日の競技参加受付を行った選手は、ランディング報告締切の時間までに自分が安全に着陸あるいはフライトキャンセルしたことを電話または口頭で大会本部に報告する事。
10．タスクレポート（フライトレポート）の提出
1）その日の競技参加受付を行い競技フライトした選手は、そのフライトの如何にかかわらず、タスクレポートにGPSを添えて大会本部に提出しなければならない。ただし、当日競技が本部によりキャンセルされた場合はこの限りではない。
11．時間の計測
1）飛行時間はスタートからゴールまでを計測し秒単位とする
2）スタート時間はインターバルエアスタート時間を採用する
3）GPS上のゴールシリンダーの場合ゴール時間はGPS上の仮想ゴールライン又はゴールシリンダーに入った時間とする
4）エンドオブスピードセクション（ＥＳＳ）を設定した時は、設定された距離のシリンダーに入った時間とする
12．距離の測定
１）ゴールまでの経路が最小となるGPS上の軌跡のポイントをベストポジションとする。

２）”タスク距離”から”ベストポジションからゴールまでの最短経路の距離”を引いたものをその選手の飛行距離として換算されることとする。
13．得点計算・減点方法
得点計算はJHFルールブックの定めに従って行う。
大会規定・競技規定・エリアルールに反する危険行為等を行った選手には大会が定める減点を受ける場合がある。
14．回収
基本的に自己回収とする。
